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訪問リハビリとは？（訪問リハビリテーション財団HPより抜粋)

目的：生活の場で日常生活の自立と家庭内、社会参加の向上を図ること

サービス内容：多職種連携の中で自立支援に効果的なサービスを行い
心身障害・生活障害・住宅改修を確認、生活の機能維持・向上を行う
また能力自体の向上へアプローチする

対象職種：理学療法士、作業療法士、言語聴覚士



在宅生活の中で加齢、フレイル、認知症、神経難病等によって
嚥下障害は進行する
⇒進行に対して、その都度の誤嚥予防や栄養摂取方法の獲得の
観点からの評価・環境調整を訪問リハビリとして担っている

＊公益財団法人長寿科学振興財団



口から食べる大切さ
口から食べ続けることで小腸の柔毛は活性化する
（経口>注入>点滴）

⇓
排便、栄養として身に付くかにも関係

⇓
食べられる量が減ったから食事を変えたのに
食べないから、点滴開始

その前に

・食べたくなる見た目で食べられる工夫はないか

・自分好みの味で食べられる食事は無いか
（家の味、スーパーででまだ食べられる料理は？）

・刻みにして意味がある食べ物を提案してるか？
（常食をそのまま刻んでませんか？）



課題
在宅・訪問で活動するSTは依然として少ない

出典：リハビリ職リクルートサイト：IRYOUHOUJIN AIKOUKAI



どこかに行って何かするのだけが活動参加ではない

例）父として母として、妻としての存在の「役割」参加
お茶を家で一緒に飲む



「失敗しても良い」居場所作り



介護食品と手作り料理の橋渡しに

カメルカ（簡易食物硬さ測定器）について（特許庁意匠登録認証済み）

＊京都府の医療介護福祉教育事業社は大量発注の場合京都府ものづくり振興課により最大半額程度の助成が受けられます



カメルカ（簡易食物硬さ測定器）について

• 以下の硬さ以内かを水量を変
えることによって

• 手軽に測定可能

• 20kpa UDF舌でつぶせる

• オーラルフレイル舌圧
の目安

• 30kpa 健常７０代の平均最大
舌圧



カメルカIBについて
• カメルカよりも、もう少し硬い食べ物の測定に

• ・総入歯で噛みやすい硬さ200Kpa
• 渡邊英美ら 「学会分類2013コード4に基づいて調理された食事のかたさ測定の試み」（日摂食嚥下リハ学会学術大会,010-2, 

2019）

・UDF「容易に噛める」500Kpaも測定可能＊1，5ℓPB仕様

• ⇓

• 「食べられる、噛めるを楽しめる
硬さ」を提案する

• →例）調理ヘルパーや家族指導
の目安に、外食の目安に

• フレイル・サルコペニア予防に活



「食の障害」があっても大丈夫な居場所作り

みんなのカフェぐりぐりでの「おやわ食堂」プロジェクト



多職種×メーカー×ご近所さんで作り出す
新しい居場所
カメルカ判定でUDF三段階の「おやわ」メニューを繋いでいく







京都府言語聴覚士会 摂食嚥下障害委員会にて作成

「嚥下 どこが問題なんやろか」「その食事介助、危ないどす」で
YOUTUBEで検索（各９つの動画）振り返り用テキストや動画データ

ご希望の方は京都府言語聴覚士会ホームページまでお問合せ下さい。

嚥下研修用動画のご紹介



「話す、食べる、暮らす」に関する専門家と他業種の協働から

・エッセイ（嚥下し易い市販食紹介や早川先生とディレクターの回顧録

高次脳障害からの自営業再開の手記、在宅言語聴覚士のエッセイ）

・新しいモノづくり（ニモコップ、カメルカの開発販売、教材作り等）、

従事者向けオンラインサポート等を展開予定

はなすたべるくらす舎


